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1. はじめに

本報告は，平成24年度に熊本大学の文化祭で開催し

た「ものづくり体験コ ーナー」の実施状況， および そ

の成果について行うものである．

日本の経済は戦前からものづくりに支えられ成長し

てきた． 主力となる製品は時代により常に変化してき

たものの， 現在も依然としてものづくりは我が国の産

業の要であり， 日本は技術立国としての世界的地位を

維持している． それを築き上げてきた優秀な技術者の

多くは ， 子供の頃からものづくりの経験を豊富にして

おり， その体験は彼らの進路選択の一理由ともなって

いた． しかしながら， 現在はバーチヤノレな遊びが増加

し， 子供たちがものづくりを経験する機会が失われつ

つある． 今後も多くの優秀な人材が技術者を目指すよ

うにするためには， 彼らがものづくりに触れる機会を

積極的に設ける必要がある．

ものづくり体験コ ーナーの目的は， 日本の将来を担

う子供たちにものづくりの一端に触れてもらい， その

楽しさを知ってもらうことにある． 平成24年度は ， 過

去に実施した初等教育的項目と併せて， 工作機械を使

用したものづくりや研究内容の紹介といった応用的な

内容を実施した． このことで， ものづくりの基礎から

応用までの見通しを広げ， 工学部の活動とイメ ー ジが

直接結び
、

つきやすくし， 工学部に対する宣伝効果をよ

り強固なものにした

2. 実施状況

ものづくりコ ーナーは初めて設置して以来， 平成24

年度で8年目を迎えた．平成23年度の実施項目は以下

の通りである．

．ミニ四駆コ ーナー

． 七宝焼コ ーナー

．プラパンコ ーナー

．ビー ズコ ーナー

上記内容のうち，既製品を組み立てるだけのミニ四駆

コ ー ナーと高温のアイロンを使用するビー ズ
‘

コ ー ナー

を廃止し，代わりに初めて卓上フライス盤を用いた印鑑

作りと ， 研究で開発した壁面移動装置の運転体験を実施

した． 開催期間は文化祭の期間のうちl日である． 運営

人数は，前年までの状況を踏まえ学部生6名，院生9名と

した．各々の実施内容に関する詳細は以下のとおりであ

る．
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(1）プラ板コ ーナー

プラスチック板に絵を描き， 角が残らない形状になる

ように切り抜いたものを，オー プンで、加熱し木板に挟み

成形冷却してアクセサリーを製作する．このプラ板遊び

はポリスチレンの熱塑性と弾性を簡単に理解してもら

うために有効である．参加者にはプラスチックが変形す

る様子を観察してもらった

(2）七宝焼コ ーナー

伝統工芸技法の中では，七宝焼は単純なものであれば

比較的簡単に短時間で行うことができる．手順は銅製の

下地の上に紬薬を載せ電気炉で高温に熱し焼成して仕

上げる． このコ ーナーは毎年人気であるが 3 使用した電

気炉が小さく，作品の製作ベースが制限されるため，予

約制とした．

(3）印鑑作りコ ーナ ー （図1)

工作機械の使用例としてこのコ ーナーを設置した．参

加者にはトレーシングペーパー上に好きなデザインを

描いてもらい，それを反転したものを木製の円柱の上面

にカ ーボン紙を使って写してもらった．学生が その部分

を，卓上フライス盤に取り付けたエンドミノレで、削り，印

鑑を作製した．デザインには残したい線が潰れないよう

エンドミルの径を考慮、してもらうなど技術を要した．

図l印鑑作りコ ーナー

(4）木工工作 コ ーナ ー （図2)

このコ ー ナーでは参加者が自由にデザインした作品

をのこぎりや釘を用いて製作してもらった． しかし，自

由度が大きすぎたため，構想、の段階で、つまずく参加者が

多く見られた．






